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(2)

ど
う
対
応
し
た
ら
い
い
？

　
子
ど
も
が
夜
に
な
っ
て
急
に
熱

を
だ
し
た
り
、
せ
き
込
ん
だ
り
、

吐
い
た
り
す
る
と
心
配
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
子
ど
も
の
急
な
発

熱
や
お
う
吐
、
せ
き
と
い
っ
た
症

状
が
で
て
も
、
す
ぐ
に
救
急
外
来

で
の
受
診
が
必
要
な
状
態
は
そ
れ

ほ
ど
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
家
庭
で
も
急
い
で
受
診
す
べ
き

か
ど
う
か
お
お
ま
か
な
判
断
は
で

き
ま
す
。
判
断
に
迷
う
か
た
の
支

援
と
し
て
、「
群
馬
こ
ど
も
電
話

相
談
」、「
子
ど
も
の
救
急
っ
て
ど

ん
な
と
き
？
」、「
鋤
小
児
科
学
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
こ
ど
も
の
救
急
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
救
急
外
来
は
本
当
に
必

要
な
時
だ
け
受
診
す
る
よ
う
に

し
、
比
較
的
状
態
が
よ
け
れ
ば
、

翌
日
の
か
か
り
つ
け
医
を
通
常
の

診
療
時
間
内
に
受
診
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
た
だ
し
、
け
い
れ
ん
が
止
ま
ら

な
い
、
呼
吸
が
極
め
て
困
難
に

な
っ
て
い
る
、
激
痛
（
腹
痛
・
頭

痛
）
が
あ
る
、
意
識
が
な
い
、
出

血
が
と
ま
ら
な
い
、
こ
れ
ら
の
よ

う
な
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
救
急

車
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
急
な
病
気

夜
、
子
ど
も
が
急
に
熱
を
出
し
た
！
　
そ
ん
な
時
、
特
に
初
め
て
の
子
育
て
の
育
児
で
は
、

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
不
安
や
心
配
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

で
も
、
落
ち
着
い
て
子
ど
も
の
様
子
を
よ
く
観
察
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
病
院
の
診
療
時

間
外
に
、
子
ど
も
が
急
な
病
気
や
け
が
を
し
た
時
の
判
断
や
対
応
に
つ
い
て
普
段
か
ら

考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ど
う
し
た
ら
い
い
？

 医療の専門スタッフが
 アドバイスします

群馬こども救急相談

山♯８０００　※ダイヤル回線・ＩＰ電話などは

山０３－３８３９－０８８６

月～土曜日　午後６時～翌朝午前８時

日曜、祝日、年末年始　午前９時～翌朝午前８時

看護師や保健師などの医療スタッフが電話で相談に

応じ、アドバイスがもらえます。通話料は有料。

「子どもの救急ってどんなとき？」

群馬県が作成した、子どもの救急時の対応について

分かりやすくまとめられた冊子です。群馬県ホーム

ページからダウンロードできます。

 http://www.pref.gunma.jp/

鋤小児科学会ホームページ「こどもの救急」

 http://kodomo-qq.jp/

生後１か月から６歳までの子どもを対象に夜間や休

日などの診療時間外に病院を受診するかどうか、判

断する際の目安を提供しています。

あ
わ
て
な
い
で
！

(3) 広報いたくら　Ｈ25．11．１

家
庭
で
対
処
で
き
る
こ
と

　
子
ど
も
が
夜
に
な
っ
て
急
に
具

合
が
悪
く
な
っ
た
と
き
、
通
常
の

診
療
時
間
の
受
診
を
待
っ
て
い
る

間
に
家
庭
で
も
対
処
で
き
る
こ
と

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

体
温
と
全
身
状
態
の
観
察

　
熱
の
状
態
と
熱
以
外
の
症
状
を

よ
く
見
ま
し
ょ
う
（
吐
い
て
い
な

い
か
、
水
分
は
と
れ
て
い
る
か
、

食
欲
が
あ
る
か
、
息
苦
し
さ
は
な

い
か
、
呼
び
か
け
る
と
き
ち
ん
と

反
応
す
る
か
、
よ
く
眠
れ
て
い
る

か
な
ど
）。

水
分
補
給
を
し
っ
か
り
行
う

　
与
え
る
飲
み
物
は
、
湯
ざ
ま

し
、
麦
茶
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

な
ど
が
適
し
て
い
ま
す
。

体
温
管
理
を
し
っ
か
り
行
う

　
汗
が
多
く
出
る
場
合
は
、
ぬ
る

ま
湯
で
絞
っ
た
タ
オ
ル
で
体
を
拭

い
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
体
の
熱

い
と
こ
ろ
は
、
氷
枕
や
タ
オ
ル
な

ど
で
冷
や
し
ま
す
。
冷
た
く
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
布
団

を
一
枚
多
く
か
け
る
な
ど
し
て
保

温
し
ま
し
ょ
う
。

注
意
す
る
こ
と

　
母
乳
や
ミ
ル
ク
、
食
事
は
欲
し

が
れ
ば
与
え
ま
す
が
、
無
理
に
与

え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
与
え
る
食
事
は
、
消
化
の
よ

い
お
か
ゆ
や
う
ど
ん
な
ど
の
炭
水

化
物
を
与
え
る
よ
う
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。　
　

問
合
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

山
　－

３
７
５
７

82

  熱  が出たとき

●子どもは、お昼寝からさ

めた時、夕方に外から帰っ

てきた時などに熱を出す

ことが多いものです。熱

が出たからといってあわ

てずに、お子さんの体全体

の様子をよく見ましょう。

●38℃ 以上の場合は注意

が必要です。

※入浴・ほ乳・食事の直後

や泣いたり運動した後は

体温が高めです

ので、静かにし

ている時に、朝、

昼、夕、寝る前

など一日３～４

回熱を測るよう

にしましょう。

●水分や食事がとれている。●顔色はあまり悪くない。●熱があっても

夜は眠れる。●遊ぼうとする。●あやせば笑う。●発熱以外の重い症状

がない。●それほど機嫌が悪くない。

●生後３か月未満の赤ちゃんに38℃ 以上の熱がある。●水分を受けつけ

ない、おしっこが半日くらい出ないなどの脱水症状がある。●おう吐や

下痢をくりかえし、ぐったりしている。●はじめてけいれんを起こした。

●顔色が悪く、あやしても笑わない。●眠ってばかりいる（呼びかけても

すぐに眠ってしまう）。●激しく泣き、あやしても泣きやまないでぐずっ

ている。●呼吸の様子がおかしい（呼吸が不規則、胸がペコペコくぼむ、

鼻の穴がヒクヒクしている）。

夜間平日・土曜日　午後７時～10時

館林市夜間救急診療所

館林市新栄町１８４４－３

山７３－２３１３

日曜日・祝日　午前９時～午後５時

休祝日当番医

広報紙（P１７）や館林邑楽郡医師会ホームペー

ジでお知らせしています。

上記の時間帯以外

救急テレホンサービス

山７３－５６９９

にて受診可能な最寄りの医療機関をご案内

しています。

夜間・休日の受診先

早めに救急外来を
受診したほうがいいとき

通常の診療時間内に
受診しましょう

観察のポイント

※「子どもの救急ってどんなとき？」

より抜粋「子どもの救急ってどんなと

き？」は希望者に保健センターで配布

しています。
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ＴＯＷＮ ＮＥＷＳ
町の話題・情報をお届けします　山82-1111　姉82-1300　死k-jouhou@town.itakura.gunma.jp

　
板
倉
町
総
合
農
業
振
興
協
議
会

主
催
に
よ
る
町
内
小
学
生
対
象
の

米
消
費
拡
大
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
が
行
わ
れ
、
多
く
の
作
品
の
中

か
ら
　
作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
。

14

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
美
し
い

日
本
の
豊
か
な
文
化
を
将
来
に
継

承
し
、
い
つ
ま
で
も
健
康
な
生
活

を
享
受
す
る
た
め
米
消
費
拡
大
を

テ
ー
マ
と
し
、
次
世
代
を
担
う
町

内
の
児
童
に
改
め
て
ご
は
ん
に
つ

い
て
関
心
を
深
め
て
も
ら
お
う
と

始
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

▼
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

○
協
議
会
長
賞
（
金
賞
）

北
小
５
年
　
 小
  谷
  野
  純
  一
 　
く
ん

こ
 
や
 
の
 じ
ゅ
ん
 い
ち

南
小
１
年
    川
  嶋
 　
 藍
 　
　
さ
ん

か
わ
 し
ま
 

あ
い

○
教
育
長
賞
（
銀
賞
）

北
小
６
年
　
 北
  野
 　
 美
  苗
 　
さ
ん

き
た
 
の
 

み
 
な
え

東
小
２
年
　
 小
  池
 　
 遥
  貴
 　
く
ん

こ
 
い
け
 

は
る
 
き

南
小
４
年
　
 白
  濵
 　

し
ら
 は
ま

 吹
己
 　
く
ん

い
 
ぶ
 
き

西
小
５
年
　
 髙
  橋
 　
 玲
  美
 　
さ
ん

た
か
 は
し
 

れ
 
み

○
佳
作
（
銅
賞
）

北
小
１
年
    小
  暮
 　
 珠
  貴
 　
さ
ん

こ
 
ぐ
れ
 

た
ま
 
き

北
小
３
年
　
 小
  林
 　
 愛
  姫
 　
さ
ん

こ
 
ば
や
し
 
あ
い
 
か

東
小
１
年
　
 岡
  崎
  萌
  乃
  果
 　
さ
ん

お
か
 ざ
き
 
ほ
 
の
 
か

東
小
５
年
　
 藤
  井
 　
は
な
　
さ
ん

ふ
じ
 
い

南
小
３
年
　
 宮
  内
 　
 悠
 　
　
く
ん

み
や
 う
ち
 

ゆ
う

南
小
６
年
　
 白
  濵
 

し
ら
 は
ま

　
 美
  空
 　
さ
ん

み
 
く

西
小
２
年
　
 栗
  原
 　
 芳
  和
 　
く
ん

く
り
 ば
ら
 

よ
し
 か
ず

西
小
５
年
　
 長
  沢
 　
 秀
 　
　
く
ん

な
が
 さ
わ
 

し
ゅ
う

問
合
せ
　
農
政
係

山
内
線
４
１
２

米
消
費
拡
大
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
　
受
賞
お
め
で
と
う

北小５年
小谷野純一くん

南小１年
川嶋　藍さん

農
業
振
興

　
　
月
　
日
　
、
太
田
市
役
所
に

10

21

(月)

お
い
て
、
太
田
市
・
館
林
市
・
み

ど
り
市
・
板
倉
町
・
明
和
町
・
千

代
田
町
・
大
泉
町
・
邑
楽
町
の
首

長
が
集
ま
り
、
水
道
事
業
の
統
合

に
関
す
る
基
本
協
定
調
印
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
基
本
協
定
に
は
統
合
の
期

日
を
平
成
　
年
４
月
と
す
る
こ
と

28

な
ど
、
水
道
事
業
を
統
合
す
る
た

め
の
基
本
的
な
事
項
が
記
載
さ

れ
、
３
市
５
町
が
調
印
を
し
ま
し

た
。
今
後
は
、
３
市
５
町
の
水
道

事
業
を
統
合
し
て
、
企
業
団
の
設

立
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
　

　
企
業
団
の
設
立
後
、
水
資
源
の

広
域
的
利
用
、
施
設
の
合
理
的
利

用
、
経
営
の
効
率
化
、
国
庫
補
助

金
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
経
営
基

盤
を
強
化
し
、
施
設
の
更
新
事
業

な
ど
を
促
進
さ
せ
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
危
機
管
理
体
制
の
強
化
・

災
害
対
策
の
推
進
を
図
り
、
安

全
・
安
心
な
水
道
水
を
安
定
供
給

す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

※
企
業
団
と
は
、
地
方
公
営
企
業

の
経
営
に
関
す
る
事
務
を
共
同
処

理
す
る
一
部
事
務
組
合
で
す
。

問
合
せ
　
上
下
水
道
係

山
内
線
２
４
１

水
道
事
業
統
合
協
定
に
調
印
し
ま
し
た

上
水
道

３市５町の首長が一堂に会し調印

広報いたくら　Ｈ25．11．１(5)

臨
時
職
員
募
集

空
気
が
乾
燥
　
火
災
に
注
意

火
災
予
防

事
務
補
助
・
保
育
士
を
募
集

『
消
す
ま
で
は

　
　
心
の
警
報
　
Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
』

　
　
月
９
日
　
～
　
日
　
は
、
秋

１１

(土)

15

(金)

季
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間
で

す
。
期
間
中
は
、
毎
朝
午
前
７
時

に
板
倉
消
防
署
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

が
行
わ
れ
ま
す
。
火
事
と
お
間
違

え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
火
災
を
防
ぐ
た
め
、
家
庭
で
３

つ
の
習
慣
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

問
合
せ
　
行
政
安
全
係

山
内
線
１
２
２

障
害
者
控
除
認
定
書

　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
て
申

請
に
よ
り
障
害
者
に
準
じ
る
と
認

定
を
さ
れ
た
か
た
は
、
税
の
障
害

者
控
除
の
対
象
に
な
り
障
害
者
控

除
認
定
書
を
発
行
し
ま
す
。

○
介
護
保
険
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
て
、
要
件
に
該
当
す
る
か
た

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
２
級
、

療
育
手
帳
Ａ
及
び
精
神
保
健
福
祉

手
帳
１
級
を
持
っ
て
い
な
い
か
た

医
療
費
控
除
確
認
書

　
寝
た
き
り
状
態
で
、
治
療
上
お

む
つ
が
必
要
な
か
た
は
お
む
つ
代

が
医
療
費
控
除
対
象
に
な
り
ま
す
。

○
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
か
た

○
前
年
度
の
申
告
で
お
む
つ
代
の

医
療
費
控
除
を
受
け
た
か
た

持
参
す
る
も
の
　
介
護
保
険
被
保

険
者
証
及
び
認
印

申
請
先
・
問
合
せ
　
介
護
保
険
係

山
内
線
３
２
1

税
控
除
に
使
用
す
る
認
定
書

障
害
者
控
除
認
定
書

　
介
護
慰
労
金
は
、
本
年
　
月
１

10

日
を
基
準
日
と
し
て
、
次
の
要
件

す
べ
て
に
該
当
す
る
高
齢
者
を
、

在
宅
で
１
年
以
上
継
続
し
て
介
護

し
て
い
る
か
た
に
支
給
し
ま
す
。

支
給
要
件

（
①
～
③
ま
で
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
し
て
い
る
こ
と
）

①
 町
内
在
住
で
　
歳
以
上

65

②
 介
護
保
険
の
要
介
護
度
４
ま

た
は
５
の
状
態
が
１
年
以
上
継
続

③
 介
護
保
険
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
や
入
院
な
ど
に
よ
り
在
宅
を
離

れ
た
期
間
が
１
０
０
日
以
内

支
給
額
　
８
万
円

（
非
課
税
世
帯
か
つ
③
の
要
件
で

在
宅
を
離
れ
た
期
間
が
1
週
間
未

満
の
場
合
は
　
万
円
）

10

申
請
期
限
　
　
月
　
日
　

11

15

(金)

申
請
先
・
問
合
せ

介
護
保
険
係

山
内
線
３
２
３

介
護
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す

介
護
慰
労
金

募
集
職
種
　
▼
一
般
事
務
補
助
一

名
　
▼
保
育
士
若
干
名

勤
務
内
容
　
▼
一
般
事
務
補
助
は

税
務
関
係
業
務
補
助
　
▼
保
育
士

は
町
立
保
育
園
で
の
保
育
に
関
す

る
業
務
全
般

応
募
資
格
　
要
普
通
自
動
車
免
許

※
保
育
士
は
、
保
育
士
ま
た
は
幼

稚
園
教
諭
の
資
格
を
有
す
る
者

勤
務
時
間
　
月
～
金
曜
日
（
午
前

８
時
　
分
～
午
後
５
時
　
分
勤

30

15

務
）
※
保
育
士
は
週
１
回
程
度
の

早
出
・
遅
出
の
出
勤
が
あ
り
ま
す
。

保
育
士
有
資
格
者
は
土
曜
保
育
が

あ
り
ま
す
。

賃
金
　
▼
一
般
事
務
補
助
月
給
１

４
２
，
３
０
０
円
　
▼
保
育
士
月

給
１
５
６
，
０
０
０
円

提
出
書
類
　
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

職
務
経
歴
書

問
合
せ
　
秘
書
人
事
係

山
内
線
１
１
３

　町では、反射材を販売しています。

夕暮れ時や夜間の悲惨な交通事故を

防ぐため、ぜひお買い求めください。

○腕章・たすきセット　１００円

問合せ　行政安全係　

山内線１２２

交通事故を防ぐために
反射材を身につけましょう
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　９月28日(土)、町内の各小学校で運動会が

一斉に開催されました。子どもたちだけで

なく保護者や地域のかたも参加する競技も

あり、会場は大いに盛り上がりました。

　これにあわせて、町主催の敬老の集いが行

われました。敬老の集いには、75歳以上のか

たが招待され、３６０名のかたが出席されま

した。来場されたかたを代表して最年長の

かたに児童より花束が贈られました。

運動会で世代間交流　

スポーツの秋

今月も町の話題が盛りだくさん！

　10月13日(日)、第49回町民体育祭が板倉中

学校校庭で開催されました。区民対抗競技

では、リレーや百足競争、二人三脚に親子障

害物競争などが行われ、出場代表選手が練習

の成果を発揮しました。Ａブロックは第30

行政区、Ｂブロックは第12行政区が激戦を制

し優勝しました。

　今年の小学生による鼓笛演奏は、北小学校

の児童全員参加によって行われました。日

頃の練習の成果に観客より大きな拍手が送

られました。また、デモンストレーションで

は、第31回全日本大学女子駅伝対校選手権大

会に出場を決めた東洋大学陸上競技部女子

長距離部門と、関東大学女子サッカーリーグ

で活躍中のサッカー部女子部の監督、コー

チ、選手が会場を訪れ、陸上部の走りと、

サッカー部のボールさばきを披露しました。

ＢブロックＡブロック順　位

第12区第30区優　勝

第13区第31区準優勝

第18区第29区第３位

広報いたくら　Ｈ25．11．１(7)

掲載された写真は希望者にプレゼント！　　情報広報係　山８２－１１１１(内線１５１)　死k-jouhou@town.itakura.gunma.jp

　10月４日(金)、「第19回関東大学女子駅伝対

校選手権大会」で７位入賞した結果報告のた

め、東洋大学陸上部女子長距離部門の監督、

コーチ、選手たちが役場を訪問しました。

　10月27日(日)、同部は念願の第31回全日本

大学女子駅伝対校選手権大会に出場を果た

し、初出場ながら18位と健闘しました。

　10月３日(木)～14日（祝）、わたらせ自然館で

板倉ステンドアートクラブによるステンドグ

ラス展が開催されました。色とりどりのステ

ンドグラスで作られたランプシェードなどが

展示され、訪れたかたは「見る角度によって

違った輝きが見えるので、いつまで見ていて

も飽きない」と話し、好評を博しました。

光のアート、ステンドグラス

創部２年目で快挙

昔ながらの農業を体験

　９月30日（月）、児童館で昔ながらの農業体

験を行いました。この日参加した小学生18名

は、刈り取った稲を千歯こきを使って脱穀し

し、臼ときねで籾すりに挑戦しました。

　お米は、児童館主催のチャレンジ広場で、

子どもたちが飯ごう炊飯を行い、おにぎりに

して、おいしくいただく予定です。

一球入魂！

　９月22日(日)、中央公園グラウンドで第８

回板倉町ソフトボール協会杯争奪大会が開

催されました。

　この大会には７チームが出場し、トーナメ

ント戦で勝者を決めました。決勝戦はミッ

キークラブと北原ライオンズで行われ、北原

ライオンズが見事優勝杯を手にしました。

掲載された写真は希望者にプレゼント！　　情報広報係　山８２－１１１１(内線１５１)　死k-jouhou@town.itakura.gunma.jp
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高
齢
の
叔
母
が
、
金
融
機
関
で

大
金
を
引
き
出
し
て
い
ま
し
た
。

ど
う
し
た
の
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、

公
的
機
関
の
職
員
を
名
乗
る
男
性

が
突
然
自
宅
に
訪
れ
て
、「
あ
な

た
は
過
去
に
い
ろ
い
ろ
な
業
者
か

ら
寝
具
や
健
康
食
品
を
購
入
し
て

い
る
た
め
、
今
後
も
勧
誘
が
続
き

ま
す
。
訪
問
販
売
業
者
が
来
な
い

よ
う
に
手
続
き
し
て
あ
げ
る
の

で
、
そ
の
費
用
と
し
て
1
5
0
万

円
必
要
」
と
言
わ
れ
、
現
金
を
下

ろ
し
に
き
た
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
こ
の
後
、
そ
の
男
性
が
自
宅

多多多多多多多多多多くくくくくくくくくくののののののののののかかかかかかかかかかたたたたたたたたたたのののののののののの手手手手手手手手手手にににににににににによよよよよよよよよよっっっっっっっっっってててててててててて復復復復復復復復復復多くのかたの手によって復活活活活活活活活活活活

いいいいいいいいいいつつつつつつつつつつままままままままままででででででででででもももももももももも引引引引引引引引引引きききききききききき継継継継継継継継継継ががががががががががれれれれれれれれれれててててててててててほほほほほほほほほほししししししししししいつまでも引き継がれてほしいいいいいいいいいいい

灯
籠
流
し
を
始
め
た
き
っ
か
け

　
荒
井
さ
ん
は
、
農
業
（
水
稲
と

キ
ュ
ウ
リ
）
に
従
事
し
な
が
ら
、

２
年
前
よ
り
灯
籠
流
し
実
行
委
員

会
の
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
今

年
も
８
月
　
日
に
第
５
回
灯
籠
流

17

し
を
水
郷
公
園
の
揚
舟
発
着
所
で

行
い
ま
し
た
。
灯
籠
流
し
を
始
め

た
き
っ
か
け
を
荒
井
さ
ん
に
聞
い

て
み
た
と
こ
ろ
、
灯
籠
流
し
は
、

古
き
日
本
の
慣
習
と
し
て
お
盆
の

時
期
に
各
家
庭
で
先
祖
を
お
送
り

す
る
行
事
で
、
以
前
は
板
倉
町
で

も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、　

年
60

近
く
途
絶
え
て
い
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
を
５
年
前
に
有
志
で
集
ま

り
、
も
う
一
度
板
倉
町
に
灯
籠
流

し
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
始
め
た
の

が
き
っ
か
け
だ
そ
う
で
す
。

灯
籠
流
し
の
魅
力

　
灯
籠
流
し
の
活
動
の
始
ま
り
は

荒井 新一さん

あ
ら
い
・
し
ん
い
ち
　
海
老
瀬
在
住
／
灯
籠
流

し
実
行
員
会
の
会
長
を
務
め
る
。
趣
味
は
旅

行
、
風
景
や
昆
虫
な
ど
の
写
真
撮
影
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
な
ど
。

勧
誘
を
止
め
て
く
れ
る

そ
う
で
す
が

STUDIOTOWN (8)(9) 広報いたくら　Ｈ25．11．１
樺楽しい情報や話題などお気軽にお寄せください。
山82-1111　姉82-1300　死k-jouhou@town.itakura.gunma.jp

に
お
金
を
取
り
に
来
る
そ
う
で

す
。
不
審
に
思
う
の
で
す
が
、
ど

う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
匿
名
希
望
）

　　
過
去
に
訪
問
販
売
で
ト
ラ
ブ
ル

に
遭
っ
た
人
が
、
電
話
や
郵
便
、

来
訪
な
ど
で
「
訪
問
販
売
業
者
の

勧
誘
を
止
め
る
」「
被
害
者
名
簿
か

ら
削
除
す
る
」
な
ど
と
持
ち
か
け

ら
れ
、
手
数
料
を
請
求
さ
れ
た
な

ど
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
実
際
に
手
数
料
を
支
払
わ
さ

れ
た
り
、
商
品
を
売
り
つ
け
ら
れ

た
り
し
て
、
二
次
的
な
被
害
が
生

じ
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
仮
に
何
ら
か
の
手
続
き
を
し
た

と
し
て
も
勧
誘
が
止
ま
る
保
証
は

あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
金
銭
を
要
求

さ
れ
た
場
合
は
、
決
し
て
信
用
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
き
っ
ぱ
り
断

り
ま
し
ょ
う
。
高
齢
者
が
不
審
な

勧
誘
を
受
け
て
い
な
い
か
な
ど
、

身
近
な
人
が
日
ご
ろ
か
ら
気
を
配

る
こ
と
も
大
切
で
す
。
困
っ
た
と

き
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

山
　－

７
８
３
０

82
（
な
や
み
な
し
）

勧
誘
が
止
ま
る
保
障
は

あ
り
ま
せ
ん

５
年
前
に
遡
り
ま
す
。
５
年
前
に

子
ど
も
た
ち
が
夏
休
み
に
体
験
学

習
で
３
５
０
基
の
灯
籠
を
作
り
ま

し
た
。
こ
の
灯
籠
が
今
で
も
活
躍

し
て
い
ま
す
。
現
在
運
営
す
る
灯

籠
流
し
の
実
行
委
員
会
は
、
多
く

の
か
た
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。
開
催
日
の
一
か
月
以
上
前

か
ら
３
５
０
基
の
灯
籠
に
言
葉
や

絵
・
花
を
描
き
準
備
す
る
絵
手
紙

の
会
の
か
た
、
駐
車
場
で
車
両
の

整
理
を
し
て
く
れ
る
か
た
、
焼
き

そ
ば
を
焼
い
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
み
ず
ほ
会
の
か
た
、
か
き

氷
な
ど
の
販
売
を
し
て
く
れ
る
商

工
会
の
か
た
、
揚
舟
の
体
験
乗
船

の
船
頭
を
し
て
く
れ
る
漁
業
組
合

の
か
た
、
場
を
盛
り
上
げ
る
た
め

に
太
鼓
の
演
奏
を
し
て
く
れ
る
は

や
し
連
の
か
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
役

割
の
か
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で

実
行
委
員
会
に
加
わ
り
、
灯
籠
流

し
に
協
力
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
灯
籠
流
し
は
日
が
落
ち
る
頃
よ

り
始
ま
り
ま
す
。
辺
り
が
徐
々
に

暗
く
な
っ
て
い
く
に
つ
れ
て
、
灯

籠
の
中
に
あ
る
ろ
う
そ
く
の
火
が

だ
ん
だ
ん
明
る
く
な
っ
て
く
る
よ

う
に
見
え
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
し
て
灯
籠
が
ゆ
っ
た
り
水
面
に

流
れ
て
い
く
光
景
は
幻
想
的
で
す

ら
あ
り
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
続
け
る
た
め
に

　
荒
井
さ
ん
を
は
じ
め
実
行
委
員

会
の
皆
さ
ん
が
灯
籠
流
し
に
関

わ
っ
て
一
番
う
れ
し
く
思
う
こ
と

は
、
来
て
く
れ
た
人
か
ら
「
よ

か
っ
た
、
あ
り
が
と
う
」
と
声
を

か
け
ら
れ
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　
こ
の
灯
籠
流
し
を
「
今
後
は

も
っ
と
多
く
の
か
た
に
見
て
い
た

だ
き
、
更
に
盛
大
に
引
き
継
が
れ

て
い
く
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

そ
の
た
め
に
も
、
若
い
人
に
実
行

委
員
会
に
参
加
し
て
ほ
し
い
」
と

荒
井
さ
ん
は
話
し
ま
し
た
。

　
灯
籠
流
し
を
守
り
続
け
る
た
め

に
、
今
年
も
灯
籠
流
し
の
運
営
に

関
わ
っ
て
く
れ
た
実
行
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

と
話
し
た
荒
井
さ
ん
の
目
が
印
象

的
で
し
た
。

■レポーター

広報編集委員

 針  ヶ  谷  
はり が や

 和  已 
かず み
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東
洋
大
学
　
食
環
境
科
学
部

　
　
　
　
　
健
康
栄
養
学
科

 飯
  島
   久
  美
  子
  准
教
授

い
い
 
じ
ま
 

く
 

み
 

こ

■主な研究テーマ
・豆及び野菜の調理における軟化・硬化に関する
　研究 調

理
操
作
に
お
け
る
変
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明

八升豆の調理性を探る

　一般に豆や野菜は、加熱調理により軟化する

と考えられています。しかし、調理条件によっ

ては加熱しても軟化せず、硬化する場合があり

ます。通常、軟化と硬化は同時に起こっている

ため、これらの現象について、飯島准教授はど

のような条件で硬化及び軟化が起こるか研究し

てきました。現在は、主に 八  升  豆 (ムクナ属)の
はっ しょう まめ

調理性を研究テーマとされています。八升豆に

は、L-dopa（エルドーパ）というパーキンソン

病の治療薬にも含まれる成分が含まれており、

その量をコントロールする研究もしています。

調理のこつには科学あり

　研究室では、植物性食品と調理条件の組み合

わせにより、調製した調理品の物性測定、色差

測定、成分分析などを行い、調理過程における

変化を数量的に把握し、調理操作における変化

のメカニズムの解明に取り組んでおり、研究を

通しての学生との関わりや講義、実習での学生

の成長にやりがいを感じるそうです。「調理は食

品の持ち味を生かし、食べやすく、衛生的に、

栄養効率よく、更に見た目も美しい食物を調製

することです。学生には、調理は科学という意

識を持ってほしい」と飯島准教授は話します。

　また、12月には東洋大学で町内の小学生を対

象とした体験学習を予定しているそうです。

「小学生に興味を持ってもらえるような実習の

題材を考え中です」とにこやかに話されました。

■レポーター　広報編集委員　 福  富  
ふく とみ

 久  枝 
ひさ え
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◆
申
込
先
・
受
付

　
月
１
日
　
～
※
各
公
民
館
及
び

11

(金)

文
化
財
資
料
館
へ
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
月
曜
日
・
祝

日
は
休
館
日
、
月
曜
祝
日
の
場
合

は
火
曜
も
休
館
）

　
中
央
公
民
館

◆
パ
ソ
コ
ン
教
室

日
時
　
　
月
　
日
　

11

28

(木)

　
　
　
午
前
　
時
10

内
容
　
初
心
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
活

用
法
（
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
と
パ
ソ

コ
ン
の
連
携
）

対
象
　
一
般
成
人
　
名
15

参
加
費
　
無
料

持
参
品
　
筆
記
用
具

申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

11

17

(日)

◆
年
越
し
そ
ば
打
ち
教
室

期
日
　
　
月
３
日
　
・
　
日
　

12

(火)

10

(火)

時
間
　
午
前
９
時

内
容
　
そ
ば
打
ち
及
び
本
が
え
し

　
　
　
と
そ
ば
つ
ゆ
作
り

対
象
　
一
般
成
人
６
名

材
料
費
　
実
費
負
担

※
１
，０
０
０
円
程
度

持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん

持
ち
帰
り
用
容
器

申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

11

17

(日)

◆
お
も
し
ろ
科
学
教
室

　「
い
ろ
い
ろ
映
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
を
作
ろ
う
」

日
時
　
　
月
７
日
　

12

(土)

　
　
　
午
前
９
時
　
分
30

内
容
　
光
や
レ
ン
ズ
の
性
質
や
不

思
議
さ
を
学
習

対
象
　
小
学
生
　
名
30

※
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

持
参
品
　
定
規
、
黒
マ
ジ
ッ
ク

（
太
字
）、
ハ
サ
ミ
、
カ
ッ
タ
ー
、

牛
乳
パ
ッ
ク
（
１
Ｌ
と
５
０
０
　
）
ml

参
加
費
　
１
０
０
円

申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

11

24

(日)

　
東
部
公
民
館

◆
パ
ソ
コ
ン
教
室

日
時
　
　
月
　
日
　

11

30

(土)

　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
３
時
　
分

10

30

内
容
　
初
歩
の
年
賀
状
づ
く
り

対
象
　
一
般
成
人
　
名
10

教
材
費
　
テ
キ
ス
ト
代
負
担

持
参
品
　
デ
ジ
カ
メ
・
パ
ソ
コ
ン

接
続
の
Ｕ
Ｓ
Ｂ
ケ
ー
ブ
ル

◆
木
工
教
室

期
日
　
　
月
５
日
　
・
６
日
　

12

(木)

(金)

時
間
　
午
後
１
時
　
分
30

内
容
　
糸
ノ
コ
を
使
い
組
木
細

工
・
来
年
の
干
支
（
 午
 ）
づ
く
り

う
ま

対
象
　
一
般
成
人
　
名
10

教
材
費
　
１
，０
０
０
円

持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
・
マ
ス
ク

　
南
部
公
民
館

◆
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
教
室

日
時
　
　
月
　
日
　

11

17

(日)

　
　
　
午
前
９
時

内
容
　
地
場
産
の
こ
ん
に
ゃ
く
玉

を
使
っ
て
作
り
ま
す
。

対
象
　
一
般
成
人
　
名
12

材
料
費
　
実
費
負
担

持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き

ん
・
厚
手
の
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
・
持

ち
帰
り
用
ビ
ニ
ー
ル
袋

　
北
部
公
民
館

◆
七
宝
焼
き
教
室

期
日
　
　
月
　
日
　
・
　
日
　
・

11

20

(水)

27

(水)

　
月
４
日
　
・
　
日
　
・
　
日
　

12

(水)

11

(水)

18

(水)

時
間
　
午
前
９
時
　
分
30

内
容
　
七
宝
焼
き
の
技
法
に
つ
い

て
基
礎
か
ら
学
び
ま
す
。

対
象
　
一
般
成
人
８
名

参
加
費
　
実
費
負
担

持
参
品
　
ハ
ン
ド
タ
オ
ル

申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

11

13

(水)

◆
ハ
イ
キ
ン
グ
教
室

日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
前
８
時

11

24

(日)

集
合
出
発
　
※
雨
天
決
行

内
容
　
晩
秋
の
碓
氷
峠
を
散
策

場
所
　
群
馬
県
安
中
市
（
碓
氷
峠

周
辺
）

対
象
　
一
般
成
人
　
名
28

乗
り
物
　
町
有
バ
ス

参
加
費
　
８
０
０
円

服
装
　
動
き
や
す
い
服
装
・
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
ま
た
は
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ

持
参
品
　
弁
当
・
飲
み
物
・
雨

具
・
手
袋

申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

11

20

(水)

◆
手
芸
教
室

期
日
　
　
月
　
日
　
・
　
月
３
日

11

26

(火)

12

　
・
　
日
　

(火)

17

(火)

時
間
　
午
後
１
時
　
分
30

内
容
　
布
を
使
っ
て
マ
カ
ロ
ン
の

小
銭
入
れ
や
ペ
ー
パ
ー
ホ
ル
ダ
ー

カ
バ
ー
な
ど
を
作
り
ま
す
。

対
象
　
一
般
成
人
　
名
10

材
料
費
　
実
費
負
担

持
参
品
　
裁
縫
道
具
・
も
の
さ
し

SSSSSTTTTTEEEEEPPPPP!!!!!STEP!        
教教教教教育育育育育委委委委委員員員員員教育委員会会会会会会

 Life study

The step Board of Education

中央公民館　山82-2435 姉82-2436

東部公民館　山82-1241 姉80-4047

南部公民館　山82-1424 姉82-1943

北部公民館　山77-1855 姉77-1854

海洋センター　山82-0858 姉82-0899

わたらせ自然館　山82-1935 姉82-0664

文化財資料館　山91-4018 姉91-4038

各施設お問合せ先各
公
民
館
・
施
設

　
受
講
生
募
集

◆町民体育祭

広報いたくら　Ｈ25．11．１(11)

　
各
公
民
館

◆
町
内
小
中
学
生
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
入
賞
作
品
展

期
間
　
　
月
１
日
　
～
　
日
　

11

(金)

30

(土)

場
所
　
中
央
公
民
館
２
階
ロ
ビ
ー

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

◆
た
ん
ぽ
ぽ
お
は
な
し
会

日
時
　
　
月
９
日
　

11

(土)

　
　
　
午
前
　
時
　
分

10

30

内
容
　
読
み
聞
か
せ
と
工
作

場
所
　
中
央
公
民
館
図
書
室

◆
フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト

日
時
　
　
月
９
日
　

11

(土)

　
　
　
午
前
　
時
10

内
容
　
読
み
聞
か
せ
と
工
作
・
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー

場
所
　
東
部
公
民
館
会
議
室

◆
さ
く
ら
が
お
か
お
は
な
し
会

日
時
　
　
月
　
日
　

11

16

(土)

　
　
　
午
前
　
時
　
分

10

30

内
容
　
絵
本
・
紙
芝
居
・
工
作
・

遊
び

場
所
　
北
部
公
民
館
和
室

　
わ
た
ら
せ
自
然
館

◆
葦
の
会
絵
画
展

期
間
　
　
月
　
日
　
～
　
日
　

11

16

(土)

24

(日)

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
　
分
30

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

出
展
　
葦
の
会
（
中
央
公
民
館
の

絵
画
活
動
グ
ル
ー
プ
）

入
場
料
　
無
料

◆
コ
ー
ル
　
ド
ル
チ
ェ
　
チ
ャ
リ

テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
　
　
月
１
日
　

12

(日)

　
　
　
午
後
１
時
　
分
開
場

30

　
　
　
午
後
２
時
開
演

出
演
　
コ
ー
ル
　
ド
ル
チ
ェ
（
東

部
公
民
館
の
コ
ー
ラ
ス
活
動
グ

ル
ー
プ
）

曲
目
　
花
は
咲
く
、
七
つ
の
子
、

谷
中
湖
慕
情
ほ
か

入
場
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
鑑
賞

券
が
必
要
と
な
り
ま
す
）

鑑
賞
券
の
お
求
め
・
問
合
せ

わ
た
ら
せ
自
然
館

山
　－

１
９
３
５

82
コ
ー
ル
　
ド
ル
チ
ェ
事
務
局

山
　－

１
２
２
１

82
◆
親
子
野
鳥
観
察
教
室

日
時
　
　
月
７
日
　

12

(土)

　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

（
わ
た
ら
せ
自
然
館
に
午
前
８
時

　
分
集
合
）

50内
容
　
自
転
車
に
乗
り
、
渡
良
瀬

遊
水
地
の
野
鳥
を
観
察

募
集
人
員
　
親
子
　
名
20

参
加
費
　
無
料

※
自
転
車
、
双
眼
鏡
は
無
料
で
貸

し
出
し
ま
す
。

※
お
一
人
で
の
参
加
も
可

日
時
　
　
月
1
日
　

12

(日)

　
　
　
午
前
９
時

場
所
　
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

参
加
者
　
無
料

対
象
　
　
歳
以
上
の
男
女

20

募
集
定
員
　

高
齢
者
の
部
（
　
歳
～
　
歳
）　
名

65

79

20

成
人
の
部
（
　
歳
～
　
歳
）　
　
名

20

64

20

測
定
種
目
　
握
力
や
上
体
起
こ
し

な
ど
全
６
種
目
（
年
齢
に
よ
っ
て
、

種
目
が
異
な
り
ま
す
）

持
参
品
　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

11

24

(日)

申
込
方
法
　
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

各
公
民
館
・
わ
た
ら
せ
自
然
館

　
イ
ベ
ン
ト
情
報

参
加
者
募
集

　
新
体
力
テ
ス
ト

ニュースの読み方
～平成25年度町民教養講座～

 野  村  唯  綺  音 さん
の むら ゆ き ね

小学校低学年の部

 井  上  和  彦 くん
いの うえ かず ひこ

小学校中学年の部

 大  森  怜  斗 くん
おお もり れい と

小学校高学年の部

 飯  塚  日  彩 さん
いい づか ひ より

中学校の部

 髙  橋  大  洋 くん
たか はし たい よう

生活画部門

 北  村  翔  仁 くん
きた むら しょう じん

読書感想画部門

 大  月  美  黎 さん
おお つき み れい

風景画部門

 景  山  千  夏  子 さん
かげ やま ち か こ

中学生絵画部門

日
時
　
　
月
　
日
　

11

17

(日)

開
会
　
午
前
９
時
　
分
30

◆
発
表
部
門
　
午
前
　
時
10

コ
ー
ラ
ス
・
東
小
児
童
音
楽

劇
・
大
正
琴
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
・

ピ

ア

ノ
・
ハ

ー

プ
・
民

謡
・

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
・
社
交
ダ
ン

ス
な
ど

特
別
出
演
　
稲
妻
太
鼓
愛
好
会
・

山
口
大
杉
囃
子
保
存
会

◆
展
示
部
門
　
午
前
９
時
　
分
30

陶
芸
・
写
真
・
俳
句
・
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
・
活
き
生
き
学
級
作

品
・
東
小
児
童
絵
画
・
園
芸
教

室
作
品
な
ど

◆
模
擬
店
　
午
前
　
時
10

焼
そ
ば
・
み
そ
お
で
ん
・
赤

飯
・
じ
ゃ
が
バ
タ
ー
・
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
・
駄
菓
子
・
ワ
ッ

フ
ル
・
健
康
コ
ー
ナ
ー
な
ど

特
別
出
店
　
板
倉
町
国
際
交
流

協
会

◆
体
験
コ
ー
ナ
ー
　
午
前
　
時
10

囲
碁
対
局
・
読
み
聞
か
せ
・
工

作
な
ど

※
前
日
の
午
後
と
当
日
は
、
図

書
・
ビ
デ
オ
の
貸
出
・
返
却
業

務
は
行
い
ま
せ
ん
。

　さまざまな報道番組に出演し、独自の目線か

ら世の中の問題に切り込んでいく鳥越氏が、

ニュースの読み方を伝授します。

講師　 鳥越 俊 太郎
とりごえ

     
しゅんたろう

期日　平成26年２月１日（土）

時間　午後６時30分開場

　　　午後７時開演

会場　中央公民館大ホール

料金　１，０００円

主催　板倉町

          板倉町教育委員会

チケットお求め・問合せ

各公民館、わたらせ自然館、

文化財資料館または役場内教育委員会生涯学習

係まで

※チケットは１２月１日（日）より販売いたします。

※当日券はございません

町
内
小
中
学
校
読
書
感
想

文
及
び
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
者

読書感想文最優秀者

絵画コンクール最優秀者

第
　
回
町
民
文
化
祭

34

期
日
　
　
月
　
日
　
・
　
日
　

11

16

(土)

17

(日)

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所
　
中
央
公
民
館

東
部
公
民
館
ま
つ
り
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身
近
な
テ
ー
マ
を
選
び
、
科
学

に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
お
話
し

し
ま
す
。
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
、お

菓
子
を
つ
ま
み
な
が
ら
、
気
軽
な

雰
囲
気
の
中
で
サ
イ
エ
ン
ス
カ

フ
ェ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
　
月
　
日
　

11

20

(水)

午
後
５
時
～
６
時

場
所
　
東
洋
大
学
板
倉
キ
ャ
ン
パ

ス
　
学
生
食
堂

テ
ー
マ
　「
健
康
づ
く
り
の
た
め

の
運
動
　
～
血
液
を
流
す
血
管
の

役
割
に
着
目
し
て
～
」

講
師
　
 大
  上
  安
  奈
 　
氏
（
東
洋
大

お
お
 う
え
 あ
ん
 
な

学
食
環
境
科
学
部
助
教
）

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
不
要

対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
大
歓
迎

主
催
　
東
洋
大
学
・
板
倉
町
・
館

林
市

問
合
せ

○
東
洋
大
学
板
倉
事
務
課

山
　－

９
１
１
２

82
○
企
画
調
整
係

山
内
線
１
４
２

　「
結
婚
難
民
に
な
ら
な
い
た
め

の
婚
活
必
勝
講
座
」
を
開
催
し
ま

す
。
今
回
の
婚
活
講
座
は
、
結
婚

や
婚
活
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
か

た
の
親
御
さ
ん
も
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

日
時
　
　
月
　
日
　

11

24

(日)

午
後
１
時
　
分
～
３
時
　
分

30

30

場
所
　
中
央
公
民
館
　
第
２
・
３

会
議
室

内
容
　
４
人
に
１
人
は
「
結
婚
難

日
時
　
　
月
　
日
　

11

13

(水)

午
後
３
時
～
４
時
　
分
30

場
所
　
中
央
公
民
館
　
第
２
・
３

会
議
室

内
容
　
負
担
な
く
実
施
で
き
る
日

常
生
活
動
作
と
介
助
方
法
の
知
識

と
実
技

講
師
　
 今
  井
  和
  寛
 　
理
学
療
法
士

い
ま
 い
 か
ず
 ひ
ろ

募
集
人
数
　
　
名
30

参
加
費
　
無
料

申
込
先
・
問
合
せ

介
護
保
険
係

山
内
線
３
２
３

　
健
康
な
生
活
を
営
む
た
め
に

は
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活

が
大
切
で
す
。
栄
養
改
善
で
低
栄

養
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
　
月
　
日
　

11

20

(水)

午
後
２
時
～
３
時
　
分
30

場
所
　
北
部
公
民
館
　
講
堂

内
容
　
健
康
維
持
を
食
生
活
か
ら

見
直
す
話

講
師
　
 竹
  村
  知
  加
  子
 　
管
理
栄
養

た
け
 む
ら
 
ち
 
か
 
こ

士
（
羽
生
総
合
病
院
）

募
集
人
数
　
　
名
30

参
加
費
　
無
料

申
込
先
・
問
合
せ

介
護
保
険
係

山
内
線
３
２
３

民
」
に
な
り
つ
つ
あ
る
現
在
、
今

ま
で
に
、
約
１
，０
０
０
組
を
結

婚
に
導
い
た
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み

の
カ
リ
ス
マ
仲
人
が
、
現
代
婚
活

事
情
と
結
婚
難
民
に
な
ら
な
い
た

め
の
ポ
イ
ン
ト
を
ア
ド
バ
イ
ス
し

ま
す
。

講
師
　
 山
  田
  由
  美
  子
 （
婚
活
ア
ド

や
ま
 
だ
 
ゆ
 
み
 
こ

バ
イ
ザ
ー
）
珂
お
見
合
い
塾
塾
長

参
加
費
　
１
，０
０
０
円
（
当
日
集

金
し
ま
す
）

募
集
人
数
　
１
５
０
名

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
で
お
名
前
、
お
住
ま
い
の

市
町
村
名
、
電
話
番
号
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
　
　
月
　
日
　

11

22

(金)

申
込
先
・
問
合
せ

○
板
倉
町
商
工
会

山
　－

０
２
２
４

82
死info@itakura-s.jp

○
行
政
安
全
係

山
内
線
１
２
２

死konkatsu@town.itakura.

gunma.jp

　
　
月
　
日
の
「
介
護
の
日
」
に

11

11

ち
な
ん
で
、
簡
単
な
介
護
の
知
識

と
楽
々
と
介
護
で
き
る
技
術
を
身

に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

お
知
ら
せ

《広告》《広告》

介
護
を
楽
し
く

ら
く
ら
く
介
護
教
室
３

健
康
の
鉄
人
教
室
８

低
栄
養
予
防
教
室
開
催

《広告》

地
域
連
携

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
開
催

カ
リ
ス
マ
仲
人
が
伝
授

婚
活
必
勝
講
座
開
催

カリスマ仲人　山田由美子　氏
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骨
粗
し
ょ
う
症
は
骨
密
度
が
低

下
し
た
状
態
の
こ
と
を
い
い
、
骨

折
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
早
期
発

見
・
早
期
治
療
の
た
め
、
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

日
程
　
　
月
９
日
　
、
　
日
　

12

(月)

10

(火)

受
付
時
間
　
午
前
　
時
　
分
～
午

10

30

後
１
時

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者
　
　
歳
、
　
歳
、
　
歳
、

40

45

50

　
歳
、
　
歳
、
　
歳
、
　
歳
の
女
性

55

60

65

70

※
年
度
年
齢
と
は
、
そ
の
年
度
末

（
平
成
　
年
３
月
　
日
時
点
）
に

26

31

お
け
る
満
年
齢
で
す
。

　
た
だ
し
、
医
療
機
関
で
骨
粗

し
ょ
う
症
と
診
断
さ
れ
た
こ
と
の

あ
る
か
た
や
そ
の
治
療
を
受
け
て

い
る
か
た
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

検
査
方
法

　
超
音
波
で
か
か
と
の
骨
の
骨
密

度
を
計
測
し
ま
す
。
検
査
当
日
は

素
足
に
な
り
や
す
い
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

検
診
費
用
　
８
０
０
円
（
　
歳
の

70

か
た
は
無
料
）

そ
の
他
　
対
象
と
な
る
か
た
へ

は
、
　
月
中
に
受
診
票
を
お
送
り

11

し
ま
す
。

問
合
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

山
　－

３
７
５
７

82
　
５
月
に
実
施
し
た
女
性
の
が
ん

検
診
を
受
診
で
き
な
か
っ
た
か
た

の
た
め
に
、
追
加
検
診
を
実
施
し

ま
す
。
検
診
は
予
約
制
で
す
の

で
、
希
望
す
る
か
た
は
、
お
申
し

　
レ
ジ
袋
を
削
減
し
、
ご
み
の
減

量
化
を
図
る
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
今
年
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
レ
ジ
袋
を
断
り
マ
イ
バ
ッ
グ
を

使
用
す
る
と
、
参
加
店
舗
に
お
い

て
ス
タ
ン
プ
が
押
印
さ
れ
ま
す
。

ス
タ
ン
プ
　
個
貯
ま
る
と
応
募
で

10

き
、
抽
選
で
賞
品
が
当
た
り
ま
す
。

期
間
　
　
月
１
日
　
～
平
成
　
年

11

(金)

26

１
月
　
日
　

31

(金)

応
募
締
切
　
平
成
　
年
２
月
２
日
　

26

(日)

応
募
場
所
　
役
場
・
各
公
民
館
・

資
源
化
セ
ン
タ
ー
・
季
楽
里
・
フ

レ
ッ
セ
イ
・
オ
ネ
ス
テ
ィ
な
ど

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
　
資
源
化
セ
ン
タ
ー

山
　－

５
３
７
１

82

込
み
く
だ
さ
い
。

日
程
　
平
成
　
年
１
月
　
日
　
、

26

23

(木)

　
日
　

24

(金)

受
付
時
間
　
午
後
０
時
　
分
～
１

30

時
　
分
30

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

検
診
内
容

○
子
宮
 頸
 が
ん
検
診
（
　
歳
以
上

け
い

20

の
女
性
）

○
乳
が
ん
検
診
（
　
歳
以
上
の
女

40

性
）

定
員
　
各
日
　
名
85

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。

検
診
料
　
各
８
０
０
円

※
が
ん
検
診
推
進
事
業
の
該
当
の

か
た
は
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
を
持
参

す
る
と
、
検
診
料
が
無
料
に
な
り

ま
す
。

問
合
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

山
　－

３
７
５
７

82

資源に変えよう
ごみの集団回収

　集団回収とは、行政区や育成会・

老人会などの地域の皆さんが協力し

て、ご家庭から出る古紙・古布・

缶・びんなどを自主的に集め、ごみ

に出さずに回収業者に引き渡す活動

です。 

　お友達やご近所のかたと気軽にで

きるリサイクル活動として、集団回

収を始めてみませんか。 

　古紙・古布・缶・びんなどは、貴

重な資源です。きちんと回収ルート

にのせれば、ほかの製品に生まれか

わったり、また繰り返し使えたりし

ます。集団回収に参加すれば、ごみ

の減量や環境の保全に貢献すること

ができます。

　皆さんの積極的な参加をお待ちし

ています。

※詳しくは、お問い合わせください。

問合せ　資源化センター

山８２－５３７１

日
時
　
　
月
　
日
　
　

11

10

(日)

午
前
　
時
～
午
後
２
時

10

※
雨
天
決
行
（
荒
天
中
止
）

場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
　
抽
選
会
、
バ
ザ
ー
、
模
擬

店
な
ど

※
車
で
お
越
し
の
際
は
、
必
ず
臨

時
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

○
福
祉
係

山
内
線
３
１
１

○
板
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会

山
　－

３
９
０
０

82
お
越
し
く
だ
さ
い

福
祉
ま
つ
り

マ
イ
バ
ッ
グ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

女
性
の
が
ん
検
診

追
加
検
診
の
お
知
ら
せ

骨
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

骨
密
度
検
診
の
ご
案
内

○水道料金納入地区　14区の一部～29区

○水道料金口座振替日　11月26日（火）

電話当 番 店曜日日月

82-0537㈲根岸工業土２

11

82-1025㈲鈴木設備祝３

82-0027㈲岩崎設備振休４

82-0001㈲しんえい設備土９

82-0095山岸管工設備日10

82-0261㈲小倉設備土16

77-0057宇治川管工日17

82-1856高田管工設備祝23

77-0358㈲長谷川設備日24

82-2982土橋設備土30

82-2152㈲佐山設備日１

12

82-0537㈲根岸工業土７

82-1025㈲鈴木設備日８

82-0027㈲岩崎設備土14

82-0001㈲しんえい設備日15
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《広告》

　
決
算
書
・
収
支
内
訳
書
の
作
成

方
法
を
説
明
し
ま
す
。
ご
都
合
の

よ
い
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
青
色
申
告
者

日
時
・
場
所

○
営
業
所
得
関
係

　
月
４
日
　
　
太
田
商
工
会
議
所

12

(水)

　
月
６
日
　
　
館
林
税
務
署

12

(金)

午
前
　
時
～
正
午

10

○
不
動
産
所
得
関
係

　
月
４
日
　
　
太
田
商
工
会
議
所

12

(水)

　
月
６
日
　
　
館
林
税
務
署

12

(金)

午
後
１
時
　
分
～
３
時
　
分

30

30

○
農
業
所
得
関
係

　
月
５
日
　
　
太
田
市
農
協
本
所

12

(木)

　
月
　
日
　
   邑
楽
館
林
農
協
本
所

12

11

(水)

午
後
１
時
　
分
～
３
時
　
分

30

30

▼
白
色
申
告
者

日
時

○
営
業
・
不
動
産
所
得
関
係

　
月
　
日
　

12

10

(火)

午
前
　
時
～
正
午

10

○
農
業
所
得
関
係

　
月
　
日
　

12

10

(火)

午
後
１
時
　
分
～
３
時
　
分

30

30

場
所
　
館
林
税
務
署

申
込
み
　
不
要

問
合
せ
　
館
林
税
務
署
個
人
課
税

第
一
部
門

山
　－
９
５
０
７

72

談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

日
時
　
　
月
　
日
　
　

12

10

(火)

午
前
　
時
～
午
後
３
時

10

場
所
　
中
央
公
民
館

相
談
料
　
無
料

※
特
設
人
権
相
談
所
へ
お
越
し
に

な
れ
な
い
か
た
は
、
前
橋
地
方
法

務
局
で
電
話
相
談
（
０
５
７
０－

０
０
３－

１
１
０
）
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
前
橋
地
方
法
務
局
人
事

擁
護
課

山
０
２
７－

２
２
１－

４
４
６
６

 h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
o
j
.
g
o
.
j
p
/
J
I
N

KEN/jinken113.html

　
給
与
事
務
担
当
者
向
け
の
説
明

会
で
す
。
ご
都
合
の
よ
い
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
　

①
　
月
　
日
　

11

14

(木)

午
後
２
時
～
４
時

館
林
市
三
の
丸
芸
術
ホ
ー
ル

②
　
月
　
日
　

11

15

(金)

午
前
　
時
～
正
午

10

午
後
２
時
～
４
時

太
田
市
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
　
館
林
税
務
署
　

山
　－

４
３
７
３

72

か
た
の
い
る
世
帯

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級

・
療
育
手
帳
Ａ

・
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
・
２
級

○
特
別
な
事
情
に
よ
り
民
生
委
員

が
特
に
必
要
と
認
め
た
世
帯

申
請
方
法
　
条
件
を
満
た
し
て
お

り
、
配
分
を
希
望
す
る
か
た
は
、

「
配
分
金
受
給
申
請
書
」
を
板
倉
町

社
会
福
祉
協
議
会
、
役
場
福
祉
課

ま
た
は
地
区
民
生
委
員
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
各
提

出
場
所
ま
た
は
民
生
委
員
の
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間
　
　
月
１
日
　
～
　
日

11

(金)

22

　
（
土
日
・
祝
日
は
除
く
）

(金)午
前
９
時
～
午
後
５
時

問
合
せ

○
福
祉
係

山
内
線
３
１
１

○
板
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会

山
　－

３
９
０
０

82
　
　
月
４
日
か
ら
　
日
ま
で
の
「
第

12

10

　
回
人
権
週
間
」
に
あ
わ
せ
て
、

65特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
子
ど
も
に
関
す
る
こ
と
、
家
庭

内
や
近
所
の
も
め
ご
と
な
ど
、
人

権
問
題
や
困
り
事
な
ど
で
悩
ん
で

い
る
か
た
は
、
こ
の
機
会
に
ご
相

　
新
た
な
年
を
迎
え
る
時
期
に
支

援
を
必
要
と
す
る
か
た
た
ち
が
、

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
町
民
の
皆
様
か
ら
集

め
ら
れ
る
募
金
に
よ
り
、
義
援

金
・
日
用
品
な
ど
を
配
分
し
て
み

ん
な
で
支
え
合
う
温
か
い
地
域
づ

く
り
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

実
施
期
間
  　
月
１
日
　
～
　
日
　

12

(日)

31

(火)

実
施
主
体
　
共
同
募
金
会
板
倉
支

部
・
板
倉
町
・
板
倉
町
社
会
福
祉

協
議
会

配
分
対
象
者
（
次
の
①
及
び
②
の

条
件
を
満
た
し
て
い
る
世
帯
）

①
　
月
１
日
現
在
で
板
倉
町
内
に

11
６
か
月
以
上
居
住
し
、
世
帯
全
員

が
町
民
税
非
課
税
で
あ
る
こ
と

②
次
の
世
帯
条
件
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
世
帯

○
満
　
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

65

世
帯

○
満
　
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の

65

世
帯

○
要
介
護
３
以
上
の
認
定
を
受
け

て
い
る
か
た
の
い
る
世
帯

○
中
学
３
年
生
以
下
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
ひ
と
り
親
（
母
子
・

父
子
）世
帯
（
た
だ
し
、
対
象
と
な

る
子
の
親
が
世
帯
主
で
あ
る
こ
と
）

○
次
の
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

所
得
税
決
算
説
明
会

開
催
の
お
知
ら
せ

歳
末
助
け
合
い
運
動

受
付
を
始
め
ま
す

平
成
　
年
分

25

年
末
調
整
説
明
会
開
催

人
権
週
間
に
あ
わ
せ
て

特
設
人
権
相
談
所
開
設
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警
察
で
は
、
犯
罪
の
被
害
者
や

そ
の
家
族
が
一
日
で
も
早
く
元
の

生
活
に
戻
れ
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
情
報
提
供

　
刑
事
事
件
の
概
要
や
捜
査
、
裁

判
の
過
程
で
利
用
で
き
る
制
度
、

各
種
機
関
の
相
談
窓
口
等
に
つ
い

て
情
報
提
供
し
ま
す
。

○
経
済
的
負
担
の
軽
減

　
特
定
の
犯
罪
に
よ
り
傷
害
等
を

負
っ
た
場
合
に
は
、
医
療
費
等
の

一
部
に
つ
い
て
、
警
察
が
支
出
す

る
な
ど
、
被
害
者
等
の
経
済
的
な

負
担
を
軽
減
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

○
精
神
的
負
担
の
軽
減

　
安
心
し
て
被
害
の
届
け
出
や
相

談
な
ど
が
で
き
る
よ
う
犯
罪
被
害

者
相
談
電
話
を
設
置
す
る
ほ
か
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
体
制
を
整
備
し

て
い
ま
す
。

○
安
全
の
確
保

　
同
一
の
犯
人
か
ら
、
再
度
危
害

を
受
け
な
い
よ
う
に
、
防
犯
指
導

や
立
ち
寄
り
警
戒
を
行
う
ほ
か
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
材
等
を
活
用
し
て

安
全
対
策
を
講
じ
ま
す
。

○
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
制
度

　
故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
、
死

亡
、
負
傷
ま
た
は
疾
病
が
生
じ
た

場
合
に
、
ご
遺
族
や
被
害
者
本
人

に
対
し
て
、
国
が
一
時
金
を
支
給

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
（
審
査
に

よ
り
減
額
ま
た
は
不
支
給
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

問
合
せ
　
館
林
警
察
署
警
務
課

山
　－

０
１
１
０

75
 http://www.police.pref.

gunma.jp/

募
集
内
容

職
種
・
人
員
　
調
理
師（
若
干
名
）

応
募
資
格
　
日
本
国
籍
を
有
し
、

調
理
師
免
許
有
資
格
者
ま
た
は
調

理
師
免
許
資
格
見
込
の
高
校
卒
業

以
上
（
来
春
卒
業
予
定
者
可
）
の
者

提
出
書
類

①
履
歴
書
（
当
院
総
務
課
に
て
配

布
ま
た
は
当
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
印
刷
可
）

②
卒
業
予
定
者
は
卒
業
（
見
込
）

証
明
書
、
成
績
証
明
書

③
調
理
師
免
許
有
資
格
者
は
免
許

の
写
し

④
返
信
用
封
筒
（
縦
長
の
定
型
封

筒
に
宛
先
を
明
記
し
、　

円
切
手

80

を
貼
っ
た
も
の
）

申
込
方
法
　
館
林
厚
生
病
院
総
務

課
に
持
参
ま
た
は
郵
送
に
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
　
　
月
　
日
　
必
着

11

29

(金)

試
験
日
　
試
験
日
は
後
日
応
募
者

に
通
知
し
ま
す
。

○
１
次
試
験
　
作
文
試
験

○
２
次
試
験
　
個
人
面
接
・
実
技

試
験

※
１
次
試
験
合
格
者
に
後
日
通
知

給
与
　
給
料
は
邑
楽
館
林
医
療
事

務
組
合
初
任
給
基
準
に
よ
り
決
定

し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
国
家
公
務

員
に
準
じ
た
各
種
手
当
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

申
込
先
・
問
合
せ

〒
３
７
４－

８
５
３
３

館
林
市
成
島
町
２
６
２－

1

館
林
厚
生
病
院
総
務
課

山
　－

３
１
４
０

72
 h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
a
t
e
b
a
y
a
s
h
i
k
o

seibyoin.jp/

館林厚生病院
健康講座のお知らせ

　館林厚生病院では、肺炎をテーマ

に健康講座を開催します。ぜひお越

しください。

日時　11月22日(金)　午後４時

場所　館林厚生病院　仮設外来棟　

３階　第１会議室

テーマ　「肺炎に気をつけよう　～

どうして肺炎になるのか、どう予防

するか～」

講師　 岩  佐 
いわ さ

 剛  士 　看護師（館林厚生
たけ し

病院）

参加費　無料

申込み　不要

※参加されるかたは、直接会場へお

越しください。

協賛　館林市邑楽郡医師会

問合せ　館林厚生病院総務課

山７２－３１４０

姉７２－５４４５

　
農
林
水
産
省
で
は
、
耕
地
面
積

な
ど
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
、

面
積
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
全
て
の
土
地
を
隙
間
な
く
、
２

０
０
ｍ
×
２
０
０
ｍ
の
格
子
状
に

等
分
し
た
区
域
の
中
か
ら
無
作
為

に
抽
出
し
た
区
域
（
標
本
）
内
の

耕
地
を
現
地
で
職
員
等
が
調
査
し

ま
す
。
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

調
査
期
間
　
　
月
上
旬
か
ら
　
月

11

12

下
旬

調
査
内
容
　
耕
地
（
田
・
畑
）
や

冬
作
物
の
作
付
け
の
状
況
を
確
認

し
た
り
、
け
い
畔
の
幅
や
長
さ
を

計
測
し
ま
す
。

問
合
せ
　
関
東
農
政
局
前
橋
地
域

セ
ン
タ
ー
実
査
チ
ー
ム

山
０
２
７－

８
９
７－

３
０
０
１

耕
地
を
正
確
に
把
握

面
積
調
査
を
実
施

館
林
厚
生
病
院

調
理
師
募
集

「ぐんまvsとちぎウマい
もん合戦in桐生」開催

　ググっとぐんま観光キャンペーン

の一つとして、群馬県（東部地域）

と栃木県（栃木市、佐野市、足利市

ほか）のご当地グルメや特産品が大

集合します。

　また、郷土芸能披露や両県のゆる

キャラやご当地アイドルによるス

テージも催されます。

日時　11月16日(土)～17日(日)

午前10時～午後３時

場所　桐生市運動公園

入場料　無料

※板倉町からは、イートアンド㈱大

阪王将の餃子（16日）、㈱あぶらやの

雷電いなり（17日）がそれぞれ出展

します。

問合せ

○東部行政事務所

山３２－２２１５

○産業政策係

山７０－４０４０

警
察
が
行
う
犯
罪
被
害
者

支
援
に
つ
い
て



怯板倉町役場　山８２－１１１１　姉８２－１３００　死k-jouhou@town.itakura.gunma.jp (16)

　町では、町内の小中学校・幼稚園・保

育園、運動場など、各施設の放射線量を

週に一度計測しています。

測定方法　地表面と地表からの高さ50㎝

と１ｍをそれぞれ測定

測定値　機器の指示値を10秒間隔で連続

して12回読み取り、最大値・最小値を除

く10回の平均値

測定機器　堀場製作所製　環境放射線モ

ニター　ＰＡ-1000Ｒadi

問合せ

小中学校に関して

○総務学校係　山内線６１３

運動場・グラウンドに関して

○海洋センター　山８２－０８５８

保育園・児童館に関して

○福祉係　山内線３１１

その他全体に関して

○資源化センター　山８２－５３７１

町ホームページ

 http://www.town.itakura.gunma.jp

測　定　概　要

落
札
金
額
　
３
０
，５
０
０
，０
０
０
円

落
札
業
者
　
斎
藤
建
設
工
業
珂

▼
平
成
　
年
度
防
災
・
安
全
交
付

25

金
事
業
海
老
瀬
跨
線
橋
外
２
橋
橋

梁
補
修
設
計
業
務
委
託

業
務
場
所
　
朝
日
野
一
丁
目
外
地
内

設
計
価
格
   ７
，３
３
０
，０
０
０
円

予
定
価
格
   ６
，５
０
０
，０
０
０
円

落
札
金
額
   ６
，０
０
０
，０
０
０
円

落
札
業
者
　
大
日
本
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
珂
群
馬
営
業
所

◎
９
月
９
日
執
行

【
総
務
課
】

▼
平
成
　
年
度
防
災
情
報
通
信
設

25

備
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
自
動
起
動
装
置
）

工
事

工
事
場
所
　
役
場
本
庁
舎
内

設
計
価
格
　
１
０
，０
０
０
，０
０
０
円

予
定
価
格
   ９
，８
０
０
，０
０
０
円

落
札
金
額
   ７
，１
５
０
，０
０
０
円

落
札
業
者
　
珂
理
経

【
環
境
水
道
課
】

▼
平
成
　
年
度
岩
田
地
区
（
県
道

25

斗
合
田
・
岩
田
・
岡
里
線
）
配
水

管
布
設
替
工
事

工
事
場
所
　
大
字
岩
田
地
内

設
計
価
格
　
１
３
，２
７
０
，０
０
０
円

予
定
価
格
　
１
１
，５
０
０
，０
０
０
円

落
札
金
額
　
１
１
，３
０
０
，０
０
０
円

落
札
業
者
　
禍
長
谷
川
設
備

【
産
業
振
興
課
】

▼
平
成
　
年
度
小
規
模
農
村
整
備

25

事
業
東
谷
地
区
防
護
柵
設
置
工
事

工
事
場
所
　
大
字
海
老
瀬
地
内

設
計
価
格
   ３
，４
１
０
，０
０
０
円

予
定
価
格
   ３
，０
３
０
，０
０
０
円

落
札
金
額
   ３
，０
０
０
，０
０
０
円

落
札
業
者
　
斎
藤
建
設
工
業
珂

【
都
市
建
設
課
】

▼
平
成
　
年
度
町
道
７
１
７
９
号

25

線
外
道
路
改
良
工
事

工
事
場
所
　
大
字
西
岡
地
内

設
計
価
格
　
１
１
，１
７
０
，０
０
０
円

予
定
価
格
　
１
０
，０
５
０
，０
０
０
円

落
札
金
額
   ９
，７
０
０
，０
０
０
円

落
札
業
者
　
尾
崎
建
設
珂

▼
平
成
　
年
度
繰
越
町
道
２
３
９

24

２
号
線
道
路
改
良
工
事

工
事
場
所
　
大
字
下
五
箇
地
内

設
計
価
格
   ２
，９
８
０
，０
０
０
円

予
定
価
格
   ２
，６
５
０
，０
０
０
円

落
札
金
額
   ２
，６
０
０
，０
０
０
円

落
札
業
者
　
斎
藤
建
設
工
業
珂

※
設
計
価
格
と
予
定
価
格
は
事
後

公
表
で
す
。

※
価
格
は
消
費
税
抜
き
の
価
格
で
す
。

◎
８
月
　
日
執
行

13

【
環
境
水
道
課
】

▼
平
成
　
年
度
西
岡
地
区
（
町
道

25

７
１
７
９
号
線
他
）
導
配
水
管
布

設
替
工
事

工
事
場
所
　
大
字
西
岡
地
内

設
計
価
格
   ９
，５
１
０
，０
０
０
円

予
定
価
格
   ８
，１
７
０
，０
０
０
円

落
札
金
額
   ８
，１
０
０
，０
０
０
円

落
札
業
者
　
尾
崎
建
設
珂

▼
平
成
　
年
度
南
浄
水
場
１
号
ろ

25

過
設
備
改
修
工
事

工
事
場
所
　
大
字
大
高
嶋
地
内

設
計
価
格
   ７
，９
８
０
，０
０
０
円

予
定
価
格
   ６
，８
０
０
，０
０
０
円

落
札
金
額
   ６
，８
０
０
，０
０
０
円

落
札
業
者
　
水
機
興
業
珂

▼
平
成
　
年
度
上
水
道
施
設
整
備

25

設
計
業
務

業
務
場
所
　
大
字
板
倉
・
岩
田
地
内

設
計
価
格
   ２
，３
０
０
，０
０
０
円

予
定
価
格
   １
，９
５
０
，０
０
０
円

落
札
金
額
   １
，９
５
０
，０
０
０
円

落
札
業
者
　
珂
利
根
設
計
事
務
所

【
都
市
建
設
課
】

▼
平
成
　
年
度
社
会
資
本
整
備
総

25

合
交
付
金
事
業
町
道
１－

９
号
線

道
路
改
築
工
事
１
工
区

工
事
場
所
　
大
字
大
高
嶋
地
内

設
計
価
格
　
３
５
，０
８
０
，０
０
０
円

予
定
価
格
　
３
１
，９
５
０
，０
０
０
円

入
札
結
果

※９月９日～10月11日の期間での最低値及び最高値を表示しています。

※屋外活動を制限する国の基準は、毎時１マイクロシーベルトです。

測定値(マイクロsv/h)

観測地点観測施設 地表から１ｍ地表から50cm地表

最高値最低値最高値最低値最高値最低値

0.0580.0520.0630.0540.0750.060校庭板倉中学校

0.0560.0460.0590.0470.0690.054校庭東小学校

0.0590.0540.0610.0580.0630.057校庭南小学校

0.0610.0530.0680.0550.0690.057校庭北小学校

0.0550.0410.0480.0450.0610.045校庭西小学校

0.0640.0600.0700.0610.0710.058中央渡良瀬運動場

0.0940.0810.0980.0870.1090.089中央渡良瀬サッカーグラウンド

0.0480.0440.0530.0430.0500.047園庭北保育園

0.0430.0370.0500.0430.0490.042園庭板倉保育園

0.0580.0520.0570.0500.0690.049館庭児童館

0.0580.0500.0580.0470.0610.050園庭そらいろ保育園

0.0630.0570.0660.0570.0720.063園庭ひまわり幼稚園

0.0500.0460.0540.0470.0620.053園庭まきば幼稚園

(17) 広報いたくら　Ｈ25．11．１

定　例　相　談

○
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

山
０
５
７
０－

０
７
０－

１
１
７

（
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
　－

６
７
０

03

０－

１
１
３
０
）

○
太
田
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

山
　－

３
７
１
２

49
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
後
７
時

11

20

(水)

場
所
　
板
倉
町
商
工
会
館

テ
ー
マ
　「
ニ
ト
リ
の
戦
略
」

講
師
　
 渡
  邊
  陸
  己
 　
氏

わ
た
 な
べ
 む
つ
 み

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
不
要

※
当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
　
板
倉
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
事
務
局（
板
倉
町
商
工
会
館
内
）

山
　－

４
１
３
１

70

　
月
上
旬
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

11年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
手
続
き

の
際
に
は
、
こ
の
控
除
証
明
書
ま

た
は
国
民
年
金
保
険
料
の
領
収
証

書
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
申

告
を
す
る
ま
で
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

　
年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加

入
し
た
場
合
な
ど
、　

月
１
日
以

10

降
に
今
年
初
め
て
保
険
料
を
納
付

し
た
か
た
に
つ
い
て
は
、
翌
年
２

月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
で
も
ご

本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
ご
家
族

あ
て
に
送
付
さ
れ
た
控
除
証
明
書

を
添
付
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

　
今
年
１
月
か
ら
　
月
ま
で
に
納

12

め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
そ
の

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

　
日
本
年
金
機
構
か
ら
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
か
た
に
、

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」（
は
が
き
）
が

社
会
保
険
料
控
除
対
象
に

国
民
年
金
保
険
料

板
倉
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

講
演
会
の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

※相談日などの日程は、スケジュール

（次ページ）をご覧ください。

　

●行政相談　午前10時～正午

　問合せ　戸籍年金係　山内線２３１
●法律相談　午後１時～３時　※要予約

　問合せ　戸籍年金係　山内線２３１
●農地相談　午後１時30分～４時

　問合せ　農業委員会　山内線４１５
●教育相談　午前10時～正午

　　　　　　午後２時～４時　※要予約

　問合せ　板倉中学校相談室

　　　　　　　　　　　山８２－１５８４
●福祉センター相談情報

　◆心配ごと相談　午前９時30分～正午

　◆ボランティア何でも相談（毎週月～金）

　　午前９時～午後５時

　問合せ　福祉センター

●保健センター相談・教室情報

　◆子どもの相談　ぱおぱお

      (11月28日からだの成長について)

      (12月6日ことばの成長について)

　　午後１時～５時　※要予約

●館林保健福祉事務所相談情報

　◆子育てこころの相談（第１・３水曜日）

　　午前９時～正午　※要予約

　◆精神保健福祉相談（第１・３水曜日）

　　午後３時～５時　※要予約

　◆ふれあい相談会（第２水曜日）

　　午後１時15分～３時30分　※要予約

　問合せ　館林保健福祉事務所

　　　　　　　保健係　山７２ー３２３０
●くらしの相談窓口（休館日を除く毎日）

　午前８時30分～午後５時

　問合せ　中央公民館　山８２ー２４３５
　　　　　東部公民館　山８２ー１２４１
　　　　　南部公民館　山８２ー１４２４
　　　　　北部公民館　山７７ー１８５５

固
定
資
産
税（
第
４
期
）

国
民
健
康
保
険
税（
第
５
期
）

介
護
保
険
料（
第
５
期
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

（
第
５
期
）

納
期
限
　
　
月
2
日
　

12

(月)

問
合
せ
　
収
税
係

山
内
線
　
２
２
１
・
２
２
２

※
毎
週
水
曜
日
の
延
長
窓
口
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

耳 鼻 科外 科 系内 科 系期 日

－
新橋病院

７５－３０１１
寺内医院

８８－１５１１
真中医院

７２－１６３０
落合医院

７２－３１６０
11月３日
（祝）

－
小曽根整形外科
７２－７７０７

真下胃腸科内科医院
６２－２０２５

小林内科医院
８８－８２７８

多々良診療所
７２－３０６０

11月４日
（振休）

－
澤田皮膚外科
７０－７７０３

黛泌尿器科内科医院
６３－７８００

菅沼医院
７２－９０９０

さくま内科胃腸科クリニック
５５－２５００

11月10日
（日）

今村クリニック
７０－２２２１

最上胃腸科外科
７４－３７６３

三浦医院
６２－２９１７

竹越医院
８４－３１３７

土井レディスクリニック
７２－８８４１

11月17日
（日）

－
慶友整形外科病院
７２－６０００

みづほクリニック
２０－１１２２

神尾内科医院
７５－１２８８

森下内科医院
７３－７７７６

11月23日
（祝）

－
館林医院

７４－２１１２
湯沢医院

６２－２２０９
田沼内科医院
８８－７５２２

ごが内科楡クリニック
７３－７５８７

11月24日
（日）

板倉耳鼻咽喉科クリニック
８０－４３３３

堀井乳腺外科クリニック
５５－２１００

新井内科クリニック
２０－１２２０

さくらクリニック
７２－３８５５

後藤内科医院
７２－０１３４

12月１日
（日）

－
田沼整形外科医院
８８－９２２３

いたくら内科クリニック
７０－４０８０

藤原医院
８８－７７９７

安楽岡医院
７２－０５７２

12月８日
（日）

◆緊急　館林厚生病院　７２－３１４０（内科系・外科系）
◆夜間　夜間急病診療所　７３－２３１３　　　　　　　

午後７時～10時（日、祝日を除く）　　　  
内科・小児科（要電話確認）　　　　             

歯 科

館林邑楽歯科保健医療センター
７３－８８１８

午前９時～正午・午後１時～３時

年累計   264件板倉の事件事故状況
※( )内は累計（９月16日～10月15日）

０件(  13件)鞄侵入窃盗
０件(  ６件)鞄車上ねらい
１件(  11件)鞄自動販売機ねらい
０件(  11件)鞄乗物盗難
11件(  57件)鞄その他の事件
３件(  38件)蒲人身事故
14件( 128件)蒲物件事故

注意して みんなで目指す 無事故の町

○診療時間は、午前９時～午後５時

○耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時

○内科系の※印は、小児科のみとなります。　

○救急テレホンサービス（山７３－５６９９）：受診可能病院を紹介しています。



(18)

今月の表紙

生ごみ・可燃ごみ収集日 かん・びん・危険物収集日

◎定例相談の時間など、詳しくは「くらしの情報」でご確認ください。※(　)内は開催場所になります。　◎窓口延長は、毎週水曜日午後７時15分まで

◎その他、各イベント・催し物については、町ホームページのイベントカレンダーをご覧ください。

　10月13日(日)に開催された第49回町民体育祭

での区民対抗玉入れ競技の様子。子どもと大人

がいっしょになって、一生懸命に玉入れをする

様子が印象的でした。風が強かったので、なか

なか思い通りに玉が入りませんでした。

※可燃性粗大ごみは、月～金曜日（祝日を除く）及び指定日に搬入可

人　口　　 １５，６２１人（－７）

　　男　　　 ７，７７５人（－２）

　　女　　 　７，８４６人（－５）

世帯数　　 　５，３１５戸（＋８）

              （　）内は前月比

　　　　  平成25年10月１日現在

土    Ｓat金    Ｆri木    Ｔhu水    Ｗed火    Ｔue月    Ｍon日    Ｓun
２１【定休日及び休館日のお知らせ】

 ○各公民館：月曜日及び祝日
 ○健康の郷「季楽里」：木曜日
 ○海洋センター：月曜日及び祝日
 ○わたらせ自然館：月・火曜日及び祝日の翌日
 ○文化財資料館：月曜日
 ○総合福祉センター：土・日曜日及び祝日(11日は特別休館)
 ○児童館：日曜日及び祝日　
      ※詳しくは各施設までお問い合わせください。

◆県民交通安全日

９８７６   窓口延長５４   振替休日３   文化の日

◆１歳児健診(保)
◆おたのしみ広場(児)

◆ＢＣＧ接種(保)
◆乳児健診(保)
◆６か月児相談(保)
◆英語であそぼう(児)

◆こあら学級(保)
◆ライブリー体操教室
　　　　　　  (東公)

◆第14回板倉町野球連
　合会杯争奪野球大会
　（１日目）
　（中央公園グラウンド他）

16151413   窓口延長121110
◆県民防犯の日
◆第11回板倉町少年
　野球新人大会
　（１日目）
　（大蔵公園グラウンド他）
◆チャレンジ広場(児)

◆自転車マナーアップ
　デー

●教育相談(中公)
◆糖尿病予防教室①
　　　　　　　  (保)

◆英語であそぼう(児)●行政相談(福)
●法律相談(中公)
●心配ごと相談(福)
◆２歳児親子歯科健診
　　　　　　　　(保)

●農地相談(町)
◆おはなし会(児)

◆いたくら福祉まつり(福)
◆第14回板倉町野球連
　合会杯争奪野球大会
　（２日目）
◆第40回板倉町秋季家庭
　婦人バレーボール大会
　（海洋センター）
◆ソフトテニスまつり
(東洋大学テニスコート)

23 勤労感謝育の日222120   窓口延長191817

◆おたのしみ広場(児)
◆糖尿病予防教室②
　　　　　　　  (保)

◆英語であそぼう(児)

◆可燃性粗大ごみ休日受 
   入日(資)9:00～12:00

30292827   窓口延長262524

●教育相談(中公)
●ぱおぱお(保)

◆３歳児健診(保)
◆英語であそぼう(児)
◆ベビーマッサージ　
　はじめましょう(児)
　

●心配ごと相談(福)
◆水道料金口座振替日
　(14区の一部～29区)
◆離乳食教室(保)
◆ライブリー体操教室
　　　　　　  (南公)

◆高齢者交通安全日
◆おはなし会(児)

◆第11回板倉町少年
　野球新人大会
　（２日目）
　（大蔵公園グラウンド）
◆第19回板倉町バスケット
　ボール交流大会
　（板倉高校体育館）
◆秋の健康ウォーク
◆季楽里特売日

７６５４　  窓口延長３２12/１ 

●ぱおぱお(保)◆おたのしみ広場(児)◆ＢＣＧ接種(保)
◆乳児健診(保)
◆６か月児相談(保)
◆英語であそぼう(児)

●農地相談(町)
◆こあら学級(保)
◆固定資産税第４期
◆国民健康保険税第５期
◆介護保険料第５期
◆後期高齢者医療保険料
　第５期

◆冬の県民交通安全
　運動～10日
◆県民交通安全日


